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４　委員氏名
　 (1)出席者（18名）

　　　１番　水口　正好、３番　大島　忠保、４番　渡部　　篤、８番　本田　岩勝、

　　　９番　林田　　剛、10番　横田　晴喜、11番　小田　孝明、14番　吉田　良一、

　　　15番　平野　利光、16番　森﨑　茂德、18番　内田　弘幸、24番　草野　　定、

　　　26番　林田　政利、27番　大久保信一、32番　鵜殿　徳康、33番　渡邉　茂徳、

　　　34番　馬場　　保、36番　川内　幸徳
　 (2)欠席者（なし）

　 (3)部会長の依頼により出席

　　　35番　小筏　正治（副会長）

５　議事に参与した者
　　　農業委員会事務局長　　　　　秋山　勝也

　　　　　　　　参　　事　　　　　清水　友秀

　　　　　　　　課長補佐　　　　　増冨　浩彦

　　　　　　　　主　　査　　　　　福田　智美

　　　　　　　　嘱　　託　　　　　大石由紀子

６　提出議案及び報告事案

　　　会議録署名委員の指名について

　　　議案第57号　農地法第３条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第58号　農地法第４条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第59号　農地法第５条第１項の規定による許可申請について

　　　議案第60号　農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について

　　　議案第61号　農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について

７　会議の要領及び議決事項

──────────────────────────────
午後１時50分開会

○事務局長（秋山　勝也君）  こんにちは。本日の出席につきましては、農業委員会等に関する法律第２１条第３項の規定に達しておりますので、早速、部会長より開会をお願いしたいと思います。

○議長（馬場　　保君）  皆さん、改めましてこんにちは。昼間の忙しい中にご参集いただきましてありがとうございます。審議に入る前に私のほうからお礼とお願いをちょっと時間をいただきたいと思います。

　今日の部会が、議会から推薦されて小田議員と大久保議員が来ておられますけども、きょうが最後みたいでございますので、今まで長い間いろいろとご助言ご指導いただきましてありがとうございました。また、縁があったらよろしくお願いしたいと思います。

　それとお願いの件ですけど、今日が新しい農地部会の４回目の開催になりますけども、大概、部会の流れというのは皆さんわかられたかと思いますけども、改めまして流れを言いますと、まず、農地法３条、そして４条、５条、その後に農業経営基盤強化推進法と最後に中間管理機構に係る意見聴取というような流れになっております。毎回この流れで繰り返し行われますけども、まず質疑等があった場合は、その担当地区の代表の調査会長さんより報告をしていただきまして、担当員を含めまして、それでも説明が不十分な場合は事務局より説明していただくというようなやり方で進めさせていただければと思っておりますので、よろしくお願いしたいと思ってます。

　なお、農地部会というのは、最初から審議に入りますと終わりの閉会まで全て録音されておりますので、このへんも踏まえて皆さんいろいろ言いたいこともあるかもしれませんけれども、私語はなるべく謹んで発言していただくようよろしくお願いいたします。

　以上、私のほうからは以上です。

　それでは、審議に入りたいと思います。

　ただいまから、平成２７年第１１回雲仙市農業委員会農地部会を開会いたします。各委員の協力方よろしくお願いいたします。

　本日の付議すべき事項として、議案第５７号農地法第３条第１項の規定による許可申請について、議案第５８号農地法第４条第１項の規定による許可申請について、議案第５９号農地法第５条第１項の規定による許可申請について、議案第６０号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定について、議案第６１号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取について、以上５件を付議します。

　議事進行上、発言される場合は、挙手をして議長が指名をしてから起立し、マイクを通して発言してください。また、携帯電話は電源をお切りになるかマナーモードに設定くださいますようお願いいたします。

　早速、議事に入ります。

　日程第１、会議録署名委員の指名を行います。

　会議録署名委員は、会議規程第１２条の規定により１１番、小田委員、１４番吉田委員、両委員を指名いたします。

　次に、日程第２、議案第５７号農地法第３条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５７号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第３条第２項各項に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７４番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。横田委員。

○委員（１０番　横田　晴喜君）  はい、議席番号１０番、横田です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号７４番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たっては何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７４番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５７号、受付番号７４番は許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号７５番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。大島委員。

○委員（３番　大島　忠保君）  はい、議席番号３番、大島です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号７５番については、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。ただし、調査会において譲渡人が市議会議員であるため、贈与の場合は他法令に抵触するのではないかと質問がありましたので、事務局より質問への回答を求めます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  事務局、お願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  先の中部調査会で、大島委員さんの説明があったとおり質問があった件なんですけども、譲渡人の方が議員さんということで公職選挙法１９９条の２に議員の寄附行為の禁止という内容がありまして、まさにそれに当たるということで、この議案の中では自作地所有権移転無償となっていますが差しかえで有償にかえてもらっての許可申請をお願いしております。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７５番についてご質疑がありましたらお願いします。小田委員。

○委員（１１番　小田　孝明君）  議席番号１１番の小田です。無償、有償ってこの場で変更ということですけれども、その有償はどんな形、幾らっていうことを確認して、言葉だけここだけということで後から無償になったということになったら大変ですから、そこんとこどうですか。

○議長（馬場　　保君）  事務局、お願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  地元の農業委員さんに立ち会ってもらって、地域の相場の値段で取引ということで確認を取っておりますので、間違いないと思います。

○議長（馬場　　保君）  小田委員よろしいですか。ほかにご質疑ございませんか。大久保委員。

○委員（２７番　大久保　信一君）  ２７番、大久保です。今、小田委員からもありましたけども、地元の農業委員さん立ち会いということですけども、普通の有償であればこの書類の中で、別添１の資料の中で幾らという正確に示してあるわけですけども、金額について決定していれば、その金額を教えていただければと思います。

○議長（馬場　　保君）  事務局、お願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  対価は、全体額で４万円ということで出ております。

○議長（馬場　　保君）  大久保委員、よろしいですか。

○委員（２７番　大久保　信一君）  はい。

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、議案第５７号、受付番号７５番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号７６番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。林田委員。

○委員（２６番　林田　政利君）  議席番号２６番、林田です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号７６番については、農地法第３条第１項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７６番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５７号、受付番号７６番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号７７番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。森﨑委員。

○委員（１６番　森﨑　茂德君）  議席番号１６番、森﨑です。農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号７７番については、不在地主であるおじからおいへ贈与する案件です。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７７番についてご質疑ありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５７号、受付番号７７番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議がないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号７８番、７９番については交換による案件ですので、一括して審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。本田委員。

○委員（８番　本田　岩勝君）  議席番号８番、本田です。

　ただいま朗読された農地法第３条第１項の規定による許可申請の受付番号７８番、７９番については、お互いの耕作利便のため交換する案件です。農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号７８番、７９番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  議長、ちょっとよろしいでしょうか。

○議長（馬場　　保君）  はい、事務局。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  ７８番、７９番のところで、面積に大きな差があるところで、多分、疑問を持っておられる委員さんたちがいらっしゃると思いますけども、今の農地法の３条で交換をするときに面積要件が、例えば７８番と７９番の荒木さん、佐藤さんの交換をする土地で、片側の人が広い農地を手放したときに、下限面積を下回ったら交換ができないんですけども、この方たちは双方下限面積をクリアされてる、なおさら、今のとこを農地法でいくと、利便性を重視してその農地の交換の部分は広さは関係ないということでなっておりますので、今回、ここで上げておりますので、その辺をご了承ください。

○議長（馬場　　保君）  事務局より説明ありましたが、ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５７号、受付番号７８番、７９番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、受付番号８０番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。渡部委員。

○委員（４番　渡部　　篤君）  議席番号４番、渡部です。

　農地法第３条第１項の規定により、許可申請の受付番号８０番について、農地法第３条第２項に該当するような事実は認められず、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

○議長（馬場　　保君）  受付番号８０番についてご質疑ありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第５７号、受付番号８０番は、許可相当と認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、申請どおり許可することに決定しました。

　次に、日程第３、議案第５８号農地法第４条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５８号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第４条第２項各項に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号４番の審議に入ります。

まず、地元委員の意見をお聞かせください。鵜殿委員。

○委員（３２番　鵜殿　徳康君）  議席番号３２番、鵜殿です。

　農地法第４条１項の規定による許可申請の受付番号４番について、申請地は、農振白地であり、生産性の低いおおむね１０ヘクタール未満の一団の区域内にある農地であることから、第２種農地であると考えられます。農地法第４条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題はありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号４番についてご質疑ありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、受付番号４番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５８号、受付番号４番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号５番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。鵜殿委員。

○委員（３２番　鵜殿　徳康君）  議席番号３２番、鵜殿です。

　農地法第４条第１項の規定による許可申請の受付番号５番について、申請地は、農振白地であり、３００メートル以内に島原鉄道・西郷駅があることから、第３種農地であると考えられます。農地法第４条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号５番についてご質疑ありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号５番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５８号、受付番号５番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号６番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。林田委員。

○委員（２６番　林田　政利君）  議席番号２６番、林田です。

　農地法第４条第１項の規定による許可申請の受付番号６番について、申請地は、平成２６年９月に農振除外がされております。３００メートル以内に、雲仙市千々石総合支所があることから、第３種農地であると考えられます。農地法第４条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号６番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号６番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５８号、受付番号６番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、日程第４、議案第５９号農地法第５条第１項の規定による許可申請についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第５９号について議案書をもとに説明）

　これらの案件につきましては、農地法第５条第２項各項に該当するような事実はないと思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２５番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。渡邉委員。

○委員（３３番　渡邉　茂徳君）  議席番号３３番、渡邉です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２５番について、申請地は農振白地であり、生産性の低いおおむね１０ヘクタール未満の一団の区域内にある農地であることから、第２種農地であると考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２５番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２５番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５９号、受付番号２５番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号２６番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。大島委員。

○委員（３番　大島　忠保君）  議席番号３番、大島です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２６番については、申請地は、農振白地でありますが、おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地であると考えます。ただし、転用目的が住宅であり、申請地が集落に接続していることから、例外的に許可をすることができる案件であると思われます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２６番についてご質疑がありましたらお願いします。はい、事務局どうぞ。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  事務局より補促します。現地調査会のときに周辺農地の同意書はどがんなっとるかということでご質問を受けとった件なんですけども、周辺農地の関係者から同意書をもらってくださいということでお願いしとったところ、提出があっておりますので、その旨お伝えしときます。

○議長（馬場　　保君）  ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２６番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５９号、受付番号２６番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号２７番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。林田委員。

○委員（９番　林田　　剛君）  議席番号９番、林田です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２７番について、申請地は、平成２７年９月に農振除外がされております。おおむね１０ヘクタール以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であることから、第１種農地であると考えられます。ただし、転用目的が住宅であり、申請地が集落に接続していることから、例外的に許可することができる案件であると思われます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題ないと考えます。

　以上。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２７番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ほかにご質疑がないようですので、受付番号２７番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５９号、受付番号２７番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、受付番号２８番の審議に入ります。

　まず、地元委員の意見をお聞かせください。本田委員。

○委員（８番　本田　岩勝君）  議席番号８番、本田です。

　農地法第５条第１項の規定による許可申請の受付番号２８番について、申請地は、平成２７年９月に農振除外されております。おおむね１０ヘクタール未満の一団の区域内にある農地であることから、第２種農地と考えられます。農地法第５条第２項に該当するような事実は認められず、現地確認においても特に問題もありませんでしたので、許可に当たって何ら問題はないと考えます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  受付番号２８番についてご質疑がありましたらお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、受付番号２８番の転用申請を認めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第５９号、受付番号２８番につきましては、県農業会議へ諮問の上、許可することに決定しました。

　次に、日程第５、議案第６０号農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画の決定についてを議題とします。

　本案件の受付番号１７番につきましては、申請者より取り下げ申し出がありましたので、議案の削除をお願いします。

　詳細につきましては、事務局より説明を求めます。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  １７番の案件についてですけども、現地調査会のほうで譲受人のほうに問題があるんじゃないかということで協議をしてもらいました結果、農業経営基盤強化法の第１８条第３項に該当するということで、取り下げをしてくださいということでお願いしたところ取り下げに応じてもらいまして、削除となっております。１８条の第３項というとこが農地法３条の第２項と一緒で、農地を取得して自分で農地として使用をしなければならないというところで、ちょっと、今回の譲受人の方に問題があるんじゃないなかということで取り下げをしてもらいました。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  本案件にきましては、渡部篤委員、林田剛委員、小田委員、林田政利委員、川内委員の５名が関係者ですので、農業委員会等に関する法律第２４条第２項の規定により、退席をお願いします。

〔４番　渡部　　篤君、９番　林田　　剛君、１１番　小田　孝明君、

２６番　林田　政利君、３６番　川内　幸徳君　退場〕

○議長（馬場　　保君）  事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第６０号について議案書をもとに説明）

　本計画案は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合する適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  議案第６０号に対する質疑を２ページごとに行います。農地中間管理機構の案件につきましては、一括で行います。

　１２ページ１６番から１８番は所有権移転による案件、１３ページ１９番から６１ページ２３５番までは農地中間管理機構への貸し付けによる案件です。

　まず、９ページから１０ページについてご質疑ありませんか。

　議長のほうからちょっとよろしいですか。

　譲受人、借りてつくられる方ですけど、ここの有限会社バイオベジってなっとるとですけど、この業務内容はどういうものかということで、事務局の方から説明があるそうでございます。よろしくお願いします。

○課長補佐（増冨　浩彦君）  私どももですね、バイオベジの業務内容がちょっとわからんやったもんですから、ちょっとホームページのほうで開いてきたんですけども、何か唐津農法っていう原理をつかって、今回、バイオベジの代表取締役の唐津忠壽さんが貸しとらす農地なんですけども、ここに唐津農法の原理を使って試験的に野菜をつくっている、試験的な圃場みたいな感じになるんじゃないかなというところです。

　唐津農法の原理の知識がないもんですから、詳しく知りたい委員さんがおられましたら、刷ってやりますので、帰りにでも言ってもらえればありますので。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  事務局より説明がありましたけども、ほかにご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑ないようですので、次が１１ページから１２ページ、ご質疑ありませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  次に、１３ページ以降６１ページまでは一括で行います。農地中間管理機構への貸し付け分でございます。

　ご質疑がある場合は、ページ番号と整理番号をお願いします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、ただいまから採決を行います。

　お諮りします。議案第６０号は、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項に適合した適正な計画であると認め、農用地利用集積計画を決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議なしと認め、農用地利用集積計画を決定することとします。

　ここで、渡部篤委員、林田剛委員、小田委員、林田政利委員、川内委員の５名の入室を求めます。

〔４番　渡部　　篤君、９番　林田　　剛君、１１番　小田　孝明君、

２６番　林田　政利君、３６番　川内　幸徳君　入場〕

○議長（馬場　　保君）  満場一致で了解してもらいましたので報告いたします。

　次に、日程第６、議案第６１号農用地利用配分計画（案）に係る意見聴取についてを議題とします。

　事務局、議案事項の説明を求めます。

○主査（福田　智美君）  
（議案第６１号について議案書をもとに説明）

　本計画（案）は、農地中間管理事業の推進に関する法律に基づく適正な計画であると思われます。

　以上です。

○議長（馬場　　保君）  本案件は、農業経営基盤強化促進法の規定に基づく農用地利用集積計画により、農地中間管理機構である長崎県農業振興公社へ貸し付けられた農地を、公募申し込みをした農業者へ配分する計画が提出されたものです。

　６３ページから７４ページまでとなっておりますので、一括で審議を行いますので、ご質疑がある場合は、ページ番号と整理番号をお願いいたします。ご質疑ございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご質疑がないようですので、議案第６１号、農地利用配分計画（案）につきましては、特に異議なしと回答することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議ないようですので、議案第６１号につきましては、特に異議なしと回答することに決定しました。

　お諮りします。本農地部会における議決事件について、その条項、字句、数字、その他整理を要するものについては、その整理を議長に委任されたいと思いますが、ご異議ありませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

○議長（馬場　　保君）  ご異議なしと認めます。したがって、これらの整理を要するものについては、議長に委任することに決定しました。

　これをもちまして、本日の議事は全て終了しました。どうもありがとうございました。

午後２時50分閉会

──────────────────────────────
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